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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末本体に正面側カメラと背面側カメラとを有する携帯端末において、前記正面側カ　
メラの撮像データと前記背面側カメラの撮像データとからそれぞれの輝度を測定し、前記
正面側カメラの撮像データに含まれる輝度情報と前記背面側カメラの撮像データに含まれ
る輝度情報とから両者間の輝度差を算出する輝度測定手段と、
その輝度差に基づいて発光手段を制御する発光制御手段と
を備えたことを特徴とするツインカメラ付き携帯端末。
【請求項２】
　発光手段が端末本体の表示部照明用のバックライトであることを特徴とする請求項１に
記載のツインカメラ付き携帯端末。
【請求項３】
　発光制御手段は、輝度差の大小に応じてバックライトの輝度を制御することを特徴とす
る請求項１に記載のツインカメラ付き携帯端末。
【請求項４】
　発光制御手段は、輝度差を閾値と比較し、その結果に応じてバックライトの輝度を制御
することを特徴とする請求項１に記載のツインカメラ付き携帯端末。
【請求項５】
　発光制御手段は、閾値を段階的に変えて、バックライトの輝度を段階的に制御すること
を特徴とする請求項４に記載のツインカメラ付き携帯端末。
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【請求項６】
　発光手段がカメラ撮影用のライトまたはフラッシュであることを特徴とする請求項１に
記載のツインカメラ付き携帯端末。
【請求項７】
　発光制御手段は、輝度差の大小に応じてカメラ撮影用のライトまたはフラッシュの輝度
を制御することを特徴とする請求項１に記載のツインカメラ付き携帯端末。
【請求項８】
　発光制御手段は、輝度差を閾値と比較し、その結果に応じてカメラ撮影用のライトまた
はフラッシュの輝度を制御することを特徴とする請求項１に記載のツインカメラ付き携帯
端末。
【請求項９】
　発光制御手段は、輝度差に係数を乗算した輝度変化分に応じてカメラ撮影用のライトま
たはフラッシュの輝度を制御することを特徴とする請求項７又は８に記載のツインカメラ
付き携帯端末。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末本体に正面側カメラと背面側カメラとを有する携帯電話機や簡易型携帯
電話機（ＰＨＳ）や携帯情報端末等のツインカメラ付き携帯端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このようなツインカメラ付き携帯端末は特許文献１（特開２００３－６０７６５号公報
）で公知であるが、この特許文献１では、正面側カメラと背面側カメラの光学的な構造に
関する開示はあるものの、これらカメラによる撮像データの取り扱いに関する開示はない
。
【０００３】
　一方、特許文献２（特開２００２－３４４５９８号公報）には、カメラの撮影時に、そ
の露出に応じた蓄積時間をＣＰＵで算出し、その蓄積時間に基づいて液晶ディスプレイを
照明するためのバックライトの照射レベルを決定することで、カメラの露光に応じてバッ
クライトを調光する携帯電話機が開示されている。
【０００４】
　しかし、これによると次のような問題点がある。
（１）カメラが背面のみのため、正面側（使用者側）の輝度が測定できない。
（２）カメラが背面のみのため、カメラを開いた状態で背面カメラを下にして例えば机上
や床に置いてしまうと、必要以上にバックライトの輝度をあげてしまう。
（３）カメラが背面のみのため、正面側との輝度差がわからず、そのため逆光を検出でき
ない。
【特許文献１】特開２００３－６０７６５号公報
【特許文献２】特開２００２－３４４５９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、正面側カメラと背面側カメラとを用いてこのような問題点を解決でき
る、つまり表示部照明用のバックライトやカメラ撮影用のライト又はフラッシュ等の発光
手段を適切に調光できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、端末本体に正面側カメラと背面側カメラとを有する携帯端末において、正面
側カメラの撮像データと背面側カメラの撮像データとからそれぞれの輝度を測定する輝度
測定手段と、その両者の輝度に基づいて表示部照明用のバックライトやカメラ撮影用のラ
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イトやカメラ撮影用のフラッシュ等の発光手段を制御する発光制御手段とを備えたことを
特徴とする。
【０００７】
　具体的には次のような形態が挙げられる。
　輝度測定手段は、正面側カメラの撮像データに含まれる輝度情報と背面側カメラの撮像
データに含まれる輝度情報とから輝度差を算出する。
【０００８】
　発光制御手段は、輝度差の大小に応じてバックライトの輝度を制御する。又は、輝度差
を閾値と比較し、その結果に応じてバックライトの輝度を制御する。更には、閾値を段階
的に変えて、バックライトの輝度を段階的に制御する。
【０００９】
　発光制御手段は、輝度差の大小に応じてカメラ撮影用のライト又はフラッシュの輝度を
制御する。又は、輝度差を閾値と比較し、その結果に応じてカメラ撮影用のライト又はフ
ラッシュの輝度を制御する。或いは、輝度差に係数を乗算した輝度変化分に応じてカメラ
撮影用のライト又はフラッシュの輝度を制御する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば次に記載するような効果を奏する。
　第１の効果は、ツインカメラにより背面と正面の輝度の差を得られるため、表示部照明
用のバックライトやカメラ撮影用のライト又はフラッシュの輝度を周囲環境の様々な状況
に応じて細かく自動調整したり、自動的にオン・オフすることができることである。
　第２の効果は、背面側、正面側ともにカメラの輝度を利用しているため、輝度を検出す
るための部品を追加することなしに、背面と正面の輝度の差を時間差なく得られることで
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１２】
　実施例１は、図１に示すように、上部筐体１と下部筐体２がヒンジ３を介して開閉可能
に結合され、上部筐体１の正面にバックライト付きの液晶表示部（ＬＣＤディスプレイ）
４、下部筐体２の正面に操作部５が設けられた折畳み型携帯電話機に適用した場合である
。この携帯電話機には、その上部筐体１の正面上部に正面側カメラ６、上部筐体１の背面
上部に背面側カメラ７が設けられ、ツインカメラ付きとなっている。また、上部筐体１の
背面上部には、カメラ撮影用のライト又はフラッシュ８も設けられている。
【００１３】
　背面側カメラ７は、使用者と逆の側（使用者の見ている方向）を撮影でき、該カメラ７
の撮像データからＹＵＶ形式のＹ（輝度情報）を得ることで、液晶表示部４と反対面の輝
度情報を得ることができる。
【００１４】
　正面側カメラ６は使用者の方向を撮影でき、該カメラ６の撮像データからＹＵＶ形式の
Ｙ（輝度情報）を得ることで、液晶表示部４と同じ面の輝度情報を得ることができる。従
って、このようなツインカメラによって、液晶表示部４と同じ面及び反対の面の輝度情報
をほとんど時間差なく取得することが可能である。
【００１５】
　図２に本実施例のブロック図、図６にその動作例のフローチャートが示されている。
　同図において、背面側カメラ７は画像撮影を行い（図６のステップＳ１）、撮像データ
をＣＰＵ９に送る（ステップＳ２）。
　背面側カメラ７が撮像データをＣＰＵ９に送った直後に正面側カメラ６も撮影を行い（
ステップＳ３）、撮像データをＣＰＵ９に送る（ステップＳ４）。
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【００１６】
　ＣＰＵ９は、送られてきた背面側カメラ７からの撮像データ及び正面側カメラ６からの
撮像データから輝度情報を取り出し（ステップＳ５及びＳ６）、それぞれの輝度の平均値
を算出する（ステップＳ７及びＳ８）。そして、算出したそれぞれの輝度をもとに、ＣＰ
Ｕ９は液晶表示部４のバックライト１０の輝度を決定し（ステップＳ９）、バックライト
１０の輝度を自動調整する（ステップＳ１０）。
【００１７】
　例えば、図３に示すように、この携帯電話機が液晶表示部４の表示面を下にして置かれ
ているような場合、背面側カメラ７からの輝度にくらべ、正面側カメラ６からの輝度は著
しく低い値となる。そこで、ＣＰＵ９は、開閉検出スイッチ１１で上下の筐体１・２が開
状態であることが検知され、なお且つ背面側カメラ７の輝度＞＞正面側カメラ６の輝度の
輝度差になっていたとき、上下の筐体１・２が開いたまま机上又は床に置かれていると判
断し、バックライト１０の輝度を下げる。
【００１８】
　一方、図４に示すように上下の筐体１・２を開いて立てた状態として、背面側カメラ７
の輝度が正面側カメラ６よりも高いがその差が少ない場合には、ＣＰＵ９は、正面側カメ
ラ６の輝度をもとにバックライト１０の輝度を上げる。
【実施例２】
【００１９】
　図７は実施例２のフローチャートで、図１及び図に示したようなツインカメラ付き携帯
電話機において、カメラ撮影用ライト又はフラッシュ８をオン・オフ制御する場合である
。
【００２０】
　同図において、背面側カメラ７及び正面側カメラ６のそれぞれの撮像データから、それ
ぞれの輝度測定を行い（ステップＳ１１及びＳ１２）、両者の輝度差を予め設定されてい
る閾値と比較し（ステップＳ１３）、輝度差が閾値より大きいときはカメラ撮影用ライト
又はフラッシュ８をオンとし（ステップＳ１４）、逆に小さいときはカメラ撮影用ライト
又はフラッシュ８をオフとする（ステップＳ１５）。
【００２１】
　例えば、図５に示すように被写体が光源を背にしている状態で、背面側カメラ７で撮影
しようとした場合、逆光となる。この場合、背面側カメラ７からの輝度と正面側カメラ６
からの輝度差からＣＰＵ９は逆光であることを判断でき、自動的にカメラ撮影用ライト又
はフラッシュ８をＯＮにすることができる。
【実施例３】
【００２２】
　図８は実施例３のフローチャートで、背面側カメラ７及び正面側カメラ６のそれぞれの
撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステップＳ２１及びＳ２２）、両者の輝度
を比較して（ステップＳ２３）、背面側カメラ７による測定輝度が正面側カメラ６による
測定輝度より大きいときは、バックライト１０の輝度を上げ（ステップＳ２４）、そうで
ないときはバックライト１０の輝度を保持する（ステップＳ２５）。
【実施例４】
【００２３】
　図９は実施例４のフローチャートで、背面側カメラ７及び正面側カメラ６のそれぞれの
撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステップＳ３１及びＳ３２）、両者の輝度
差を予め設定されている閾値と比較し（ステップＳ３３）、輝度差が閾値より大きいとき
は、バックライト１０の輝度を上げてから（ステップＳ３４）、次の閾値を設定して（ス
テップＳ３５）、同様の動作を繰り返す。輝度差が閾値より小さいときは、バックライト
１０の輝度を保持する（ステップＳ３６）。このようにすると、バックライト１０の輝度
を段階的に上昇調整できる。
【実施例５】
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【００２４】
　図１０は実施例５のフローチャートで、背面側カメラ７及び正面側カメラ６のそれぞれ
の撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステップＳ４１及びＳ４２）、両者の輝
度を比較して（ステップＳ４３）、図８の実施例３の場合とは逆に、背面側カメラ７によ
る測定輝度が正面側カメラ６による測定輝度より小さいときは、バックライト１０の輝度
を下げ（ステップＳ４４）、そうでないときはバックライト１０の輝度を保持する（ステ
ップＳ４５）。
【実施例６】
【００２５】
　図１１は実施例６のフローチャートで、背面側カメラ７及び正面側カメラ６のそれぞれ
の撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステップＳ５１及びＳ５２）、両者の輝
度差を予め設定されている閾値と比較し（ステップＳ５３）、図９の実施例４の場合とは
逆に、輝度差が閾値より小さいときは、バックライト１０の輝度を下げてから（ステップ
Ｓ５４）、次の閾値を設定して（ステップＳ５５）、同様の動作を繰り返す。輝度差が閾
値より小さいときは、バックライト１０の輝度を保持する（ステップＳ５６）。このよう
にすると、バックライト１０の輝度を段階的に下降調整できる。
【実施例７】
【００２６】
　図１２は、カメラ撮影用ライト８を使用する実施例７のフローチャートで、背面側カメ
ラ７及び正面側カメラ６のそれぞれの撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステ
ップＳ６１及びＳ６２）、両者の輝度を比較して（ステップＳ６３）、背面側カメラ７に
よる測定輝度が正面側カメラ６による測定輝度より大きいときは、その輝度差に係数を乗
算することによりカメラ撮影用ライト８の輝度増加分を計算する（ステップＳ６４）。そ
して、その増加分だけカメラ撮影用ライト８の輝度を上げてこれをオンさせる（ステップ
Ｓ６５）。一方、背面側カメラ７による測定輝度が正面側カメラ６による測定輝度より大
きくないときは、カメラ撮影用ライト８をオフとする（ステップＳ６６）。
【実施例８】
【００２７】
　図１３は、カメラ撮影用ライト８を使用する実施例８のフローチャートで、背面側カメ
ラ７及び正面側カメラ６のそれぞれの撮像データから、それぞれの輝度測定を行い（ステ
ップＳ７１及びＳ７２）、両者の輝度差を予め設定されている閾値と比較し（ステップＳ
７３）、輝度差が閾値より大きいときは、その輝度差に係数を乗算することによりカメラ
撮影用ライト８の輝度増加分を計算する（ステップＳ７４）。そして、その増加分だけカ
メラ撮影用ライト８の輝度を上げてこれをオンさせる（ステップＳ７５）。一方、輝度差
が閾値よりも大きくないときは、カメラ撮影用ライト８をオフとする（ステップＳ７６）
。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、図１に示したような折畳み型携帯電話機に限らず、上部筐体が下部筐体に対
してヒンジ軸の回りを回転できる回転型携帯電話機や、上部筐体と下部筐体とが相対的に
スライドするスライド型携帯電話機や、一体型携帯電話機等の他の型の携帯電話機に適用
できるばかりでなく、携帯情報端末などの他の携帯端末にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明を適用した折畳み型携帯電話機の斜視図で、（Ａ）は正面側、（Ｂ）は背
面側である。
【図２】その構成を示すブロック図である。
【図３】液晶表示部の表示面を下にして置いた状態を示す側面図である。
【図４】上下の筐体を開いて立てた状態でカメラ撮影するときの状態を示す斜視図である
。
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【図５】逆光でカメラ撮影するときの状態を示す斜視図である。
【図６】実施例１の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施例２の動作を示すフローチャートである。
【図８】実施例３の動作を示すフローチャートである。
【図９】実施例４の動作を示すフローチャートである。
【図１０】実施例５の動作を示すフローチャートである。
【図１１】実施例６の動作を示すフローチャートである。
【図１２】実施例７の動作を示すフローチャートである。
【図１３】実施例８の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３０】
１　上部筐体
２　下部筐体
３　ヒンジ
４　液晶表示部
５　操作部
６　正面側カメラ
７　背面側カメラ
８　カメラ撮影用のライト又はフラッシュ
９　ＣＰＵ
１０　バックライト
１１　開閉検出スイッチ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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